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のかもしれない。
　前田教授は勉強家で、若いときには「利息の制限」という論文などがある（『契約法大
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、古典理論の時代的な必然性を踏まえた上で、現代には現代の組み替え


















































文 明 21　No. 38
5‒4．これからのこと
　定年の今日まで、もったのが不思議な感じがする。自分の都合で休むのは気が引ける
が、晴れて時間がもらえるわけだ、とも思う。もとより、体力は低下している。スキーに
出かけることもなくなった。水泳も止めてしまった。本も読みづらくなった、記憶力が落
ちてきた、と情けないことを言い出すと切りがない。寿命の上限は見えているが、書きた
い本、訳したい本を数えてみると、ちょうど折り返し点あたりである。復路が完走できる
とは思えないが、一つ一つこなしてゆくしかない。そして、この年まで生きることがな
かった同僚たちの顔が浮かぶ。みんな個性があって、光っていた。
　事務の方々にもずいぶんお世話になった。今でも思うに任せないのだが、若い時には、
読むのも書くのもひどく時間がかかった。しかも読むべき本や調べるべき資料は何百冊あ
るか何千点あるか知れず、切り立った崖を前にしているようだった。そのために大学の実
務とのバランスがうまく取れなかった。あれこれ滞ったが、事務局にはよくカヴァーして
もらった。
　たいていの委員を一通り務めたと思うが、特に長かったのは、学生部委員・図書委員・
国際交流委員だった。教務委員は２期か３期だけだったが、途中で難しい問題が起きて、
課長さんと何日も深夜まで対策を相談したことがあった。
　学部長会議に出ていた頃のこと、人事課長が倒れたとの速報を受けた。過労と心労のた
めだったが、長く図書館の司書だった方で、共通の話題でしばしば時を忘れたものだっ
た。あれからすでに18年になる。
　白樺高原ロッジの下見に出かけたこともあった。私は、中国のいわゆる国画を若手の画
家にでも依頼してインテリアにするのが愛知大学らしくてよいではないか、と意見を述べ
た。結局、名石を玄関前に据えることになり、中国からの運賃が恐ろしく高くついた。太
湖石ならまだしも、名石を野外に置くのは中途半端である。そのあたりの調整に苦労され
た事務の関係者も退職されて既に久しい。
　大学の外での交流についても、思い出すと、あれもこれも浮かんでくる。毎年一度は行
き来し、また数回まとまった期間滞在したドイツはもちろんである。が、それだけでなく、
関係する学会に加えて大学の用務で何度も訪れた中国と韓国についても、私の人生歴では
幾つも節目がある。何度か学生のフィールドワークに同行した西安の近郊、后塞村の思い
出は殊に濃厚である。その折、西安社会科学院でドイツ民俗学について講演をした。周星
教授が解説を加えつつ、会場の方々に説明をされた。その記録は、後に自著に収録した。
　純粋な観光旅行はほとんどしなかったが、訪れた国は20か国をちょっと超える。果た
せなかったのは、「眠る七聖人」にちなむ場所の広がりを追跡することで、ドイツ語圏と
トルコは訪ねたが、他に中東、中央アジア、中国にも関係する場所があると聞く。もとよ
り洞窟に眠る人たちが実際に各地に現れたわけではない。あやかって施設ができたのであ
29
思い出すことなど
る。古くは古代オリエントに遡り、キリスト教世界の各地で伝説が行われ、さらに「コー
ラン」に言及されて広まりに弾みがついた。そしてゲーテが、レクイエムの趣の長大なバ
ラードに仕立てた。それをタイトルにした本を書くのは、かねて夢の一つなのである。
 （2017年１月10日起稿、１月14日脱稿）
